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龍谷大学経営学部同窓会創設４０周年記念事業 

親睦・交流記念『海外旅行 上海ツアー』の報告書 

 

龍谷大学経営学部同窓会事務局 

 

Ⅰ．開催目的：経営学部卒業生のために国際的視野を広める支援活動として、２００５年度に開催

しました愛知万国博覧会見学会に引き続き、２０１０年度開催の上海万国博覧会を、

経営学部同窓会創設４０周年記念事業の交流・親睦の場として実施しました。 

Ⅱ．開催時期：平成 22 年（2010 年）5 月 28 日（金）～30 日（日）2 泊 3 日 

Ⅲ．参加人数：37 名（子供・乳児含む） 

Ⅳ．行程表：  

（１日目）※10:25 関西国際空港発（JL891 便）= 11:55 上海浦東空港着 

       = 13:00 上海市内観光（豫園・豫園商場・上海新天地） 

       = 18:00 創設 40 周年記念ご夕食会：王朝大酒店（静安店） 

       = 上海賓館（ホテル） 

 （２日目）ホテルで朝食後 = 9:00 上海万博観光（17:00） 

       = 18:30 オプションプラン（嘉軒酒楼で夕食会 ＝ 20:00 バス夜景観光） 

 = 上海賓館（ホテル） 

（３日目）ホテルで朝食後 = 9:30 オプションプラン（朱家角観光） 

       = 12:00 玉仏寺素斎で昼食 ＝ 13:30 洪鴻茶藝館 

              = 15:00 リニアモーターカーで空港へ  

= 18:10 上海浦東空港発（JL898 便）=  ※21:05 関西国際空港解散 

       ※印は日本時間を表示、日本と上海では約１時間の時差があります。 

 

Ⅴ．親睦・交流記念『上海ツアー』の報告 

１．上海市の概要について 

（１）上海市の人口と面積 

2008 年の上海市の戸籍人口は、約 1,371 万人で 1980 年以降年 0.8％の割合で増加しつづけ

ている。上海市の戸籍を持たない人口を含めると 2008 年の常住人口は 1,888 万人となった。

ただし、流動人口を含む常住人口は増加しているものの、戸籍人口の増加率は、1993 年から

マイナスが続いている。このことから、他地域から上海へと人口が流入している状況が窺える。 

上海市の面積は、6,340.5ｋ㎡で、中国全体からみると 0.06％にしか過ぎず、日本の群馬県

とほぼ同じ面積となっている。 

 

（２）上海市の歴史 

1843 年、アヘン戦争後に締結された南京条約により対外貿易港として開港した。欧米列強

の公使館が設置され、貿易港として発展。1845 年に英国が租界を設置（1943 年まで存続）。

欧米列強の中国進出拠点としての役割を担う反面、東アジアの金融・貿易センターとしての地

位を確立し、中国最大の商工業都市となった。 
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中華人民共和国の成立後の 50 年代以降は、地盤の低下が顕在化していたが、1990 年に浦東

地区開発が国家プロジェクトとして開始されたことで、再び東アジアの金融・貿易センターと

して急速に発展している。 

 

（３）上海の産業について 

アジア金融危機の影響を受けて上海市の経済成長率は 1998 年には 10.1％まで低下したもの

の、その後上昇基調に転じ 2005 年は 11.1％を記録し、14 年連続の 2 桁成長を継続している。

この間、上海市の成長率は、中国全体の成長率を上回って推移している。ＧＤＰにおける産業

構造としては第二次産業、第三次産業に比べて第一次産業の占める割合が極端に低く、都市型

の産業構造となっている。 

 

 

＜2008 年ＧＤＰにおける産業別割合＞ 

・第一次産業 111.8 億元   （全体の割合 0.8％ 前年比   0.7％増） 

・第二次産業 6,235.92 億元（   〃     45.5％   〃     8.2％増） 

・第三次産業 7,350.43 億元（   〃     53.7％   〃    11.3％増） 

（日本貿易振興機構：ジェトロのホームページより） 

 

２．２８日の報告（大阪は晴れ、上海の天候は小雨） 

（１）関西国際空港 

   午前 8 時 30 分に中央団体カウンターに集合、近畿日本ツーリスト京都支店の添乗員柴田健

次氏から注意事項の説明を受けています。午前 10 時 25 分発、上海浦東空港行き JAL891 便

にて関西国際空港を後にしました。 

 

  ＜関西国際空港にて＞ 

    

 

（２）上海浦東空港 

   上海浦東国際空港は、1999 年に中華人民共和国上海市浦東新区に開港し、上海では上海虹
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橋空港に次いで 2 番目の国際空港です。全長 4,000ｍ、幅 60ｍのオープンパラレル滑走路 3

本を有する 24 時間全天候型の空港で、上海中心部より約 30km の所にあります。また、上海

浦東国際空港は、中国東方航空、上海航空のハブ空港であり、国内外 48 の航空会社が乗り入

れ、海外 73 都市、国内 62 都市を結んでいます。 

空港の利用者については、2007 年には 2,892 万人に達し、中国で 3 番目に多くなっていま

す。国際線の旅客についても、2007 年には北京首都国際空港よりも多く、前年度比 9.0%増の

1,751 万人が利用しています。貨物の取扱量は、2008 年度が約 2,60 万 t で世界 3 番目の数字

になっています。 

 

  ＜上海浦東国際空港にて＞ 

    
 

＜上海市内観光のバスの中にて＞ 

    

    現地の添乗員さん（張さん） 

 

（４）豫園・豫園商場 

   上海の代表的な観光スポットである「豫園（よえん）」。広々とした園内には果樹が巧みに配

置され、多彩な技巧を凝らした建物や中国各地から集められたという奇岩の数々が参観者の目

を惹きつけます。 

豫園は、明の時代に四川省の役人であった潘允瑞によって造られました。故郷を懐かしむ両

親を慰めるために建設されたという庭園は、1559 年の造園開始から 1577 年の完成まで、18

年間もの歳月をかけて造られたそうです。潘家の没落後、庭園は一時荒廃しましたが、清代に

は上海の有力者たちが再建に乗り出し、その後 1956 年に西園の一部が改修･整備され、現在の

「豫園」として一般公開されるようになりました。 

豫園の周囲には、土産物を売る屋台や飲食店が集った「豫園商城」と呼ばれる商業エリアが

広がります。こちらは豫園の門前市が商業街として発展したものです。 
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（上海 NAV のホームページより） 

＜豫園・豫園商場の観光風景＞ 

    
 

（５）上海新天地 

「新天地」は、1920～30 年代に建てられたモダンな雰囲気の「石庫門住宅」を修復し、旧

フランス租界の街並を再現した。新旧が融合した華やかな空間は、レストランやブティックの

お店が軒を並べるお洒落な街として、観光客や上海市民に人気スポットになっています。 

 

  ＜上海新天地の観光風景＞ 

    
 

（６）創設 40 周年記念ご夕食会（王朝大酒店 静安店） 

      王朝大酒店は、上海では代表的な高級レストランで、上海料理や広東料理、四川料理など、

現在 5 店舗あります。1992 年 8 月に創業し、上海市民の間では、結婚式やお祝い事、大宴会、

接待など、お持て成しの場として利用されています。店舗は、六階建て、一万㎡の面積があり、

店内の装飾は、金がふんだんに使った王朝らしい豪華な雰囲気があります。 

 

  ＜創設 40 周年記念ご夕食会の風景＞ 

    



5 

    

 

（７）上海賓館（ホテル）SHANGHAI HOTEL  

住所：上海市烏魯木齊北路５０５号 電話：(021)62480088  

   上海賓館は、国際的にも高い水準のサービスを提供する四つ星ホテルで、中国風・洋風の客

室を全 543 室あります。ホテルの場所は、上海市の中心部に位置し、地下鉄２号線「静安寺駅」

にも歩いてすぐに行ける距離にあり、観光地へのアクセスも最適なホテルです。 

 

  ＜上海賓館にて＞ 

    

 

７．２９日の報告（上海の天候は、曇りのち晴れ） 

（１）上海万国博覧会 

上海万国博覧会は、上海市の南浦大橋と盧浦大橋に挟まれた黄浦江両岸の内環状線近くに会

場があり、万博史上最多の 246 カ国の国や地域、国際機関が参加しています。 

会場内は、A～E の 5 つのゾーンからなり、浦東地区（黄浦江の東側）には、A、B、C の 3

つのゾーンがあり、政府系パビリオンや各国のパビリオンが配置されています。浦西地区（黄

浦江の西側）には、D、E の 2 つのゾーンがあり、企業系パビリオンや都市実験型パビリオン

が配置されています。 

会場の総面積は、入場有料エリアが総面積 3.28 km2 あり、入場有料エリア外の補助施設の

エリアを含めると 5.28 km2 になります。 

期間中の来場者数は 7000 万人で 1 日あたりの来場者数を 40 万人～80 万人と予想しており、

愛知万博の来場者数 2200 万人、ピーク時の 1 日の来場者数は 28 万人だったことから、約 3

倍の規模になっています。 

（上海世博会事務協調局ホームページより） 
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①名称：2010 年上海国際博覧会（EXPO 2010 Shanghai, China） 

②会期：2010 年 5 月 1 日～10 月 31 日（184 日間） 

③場所：上海市中心黄浦江両岸、南浦大橋と盧浦大橋間の濱江地区 

④会場面積：328ha（愛・地球博の約 2 倍） 

⑤テーマ：より良い都市、より良い生活（Better City, Better Life） 

 

上海万博では、会場の広さと人の多さに驚きました。どこのパビリオンも長蛇の列で、29

日の入場者数は、万博開幕以来最高の人出となり 50 万 5100 人に達したという。 

  

中国２０１０年上海万博公式サイト HP より 

  ＜上海万国博覧会の観光風景＞ 
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（２）レストラン嘉軒酒楼 

嘉軒大酒楼は、上海料理レストランで、繁華な黄浦区中山南路の董家渡路付近にあります。

店内は、上品で格調が高く、古式蒼然とした落ち着いた雰囲気です。料理は品種が多く、手頃

価格なことから、上海市民のビジネス接待や友達との集まり、ご家族での会食によく利用され

ています。また、このお店は、日本人観光客も多く利用することから、少し辛さを抑えた味付

けになっています。 

 

  ＜嘉軒酒楼の食事風景＞ 
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（３）バス夜景観光 

外灘から黄浦江越しに浦東地区を眺めた風景です。今回は、バスの中からの夜景観光でした

が、ユニークな形の高層ビルと色鮮やかなネオンは、新しい上海を代表する観光スポットです。 

浦東の高層ビル群の中でも一際目立つ東方明珠電視塔は、高さ 468m のテレビ塔で、アジア

で 1 番、世界でも 3 番目に高い高層建築です。浦東新区の開発に先駆けて 1991 年に着工、1995

年に完成しました。 

 

  ＜バスから見た上海の夜景＞ 

    

 

８．３日目（３０日）報告（天気は晴れ） 

（１）水郷古鎮・朱家角観光 

上海の近郊で淀山湖畔に位置する朱家角は、またの名を珠街閣ともいいます。その歴史は、

三国時代には既に存在していたという 1700 年以上も昔の古い町です。朱家角は、広さ 4.7km2

の小さな町で、『小橋と流水の天然風景、正真正銘の明清時代の町』と言われています。いっ

たん朱家角の町に入るとそこは別世界、昔ながらの江南地方水郷地帯の町並みが今なお保存さ

れています。 

   朱家角の発祥は、宋、元代から朱家角には市が形成され、街全体を流れる運河によって近隣

の産物が集められ、川岸に定期市が形成されたそうです。こうした水上交通により、明・清代

には商業の中継地として栄えたせいか、朱家角には明・清代以降の建物が多く残っています。

街中を縦横無尽に河が流れ、36 個もあるという石橋が架かっており、白壁と瓦屋根の民家が

連なる風景は昔ながらの江南地方の風景を今に伝えています。 

（上海 NAV のホームページより）  

＜朱家角観光の観光風景＞ 

    写真の橋は、朱家角古鎮景区の東西を走る大きな水路「漕港河」に架かる橋で、この景区

の中では一番大きな橋で、「放生橋」といいます。 
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（２）玉仏寺素斎 

玉仏寺（玉佛寺）は典型的な宋代宮殿式の建物、鮮やかな紅色の柱に黄色の壁が印象的で、

清代光緒 8 年（1882 年）に建てられました。 

開祖は浙江省普陀山の僧、慧根上人で、ビルマから 5 体の玉仏を持ち帰る途中、当時貧しか

った上海民衆のために 2 体を上海に残したのが始まりだと言われています。一時は廃寺となり

ましたが、1928 年再建され現在の形になりました。 

境内には天王殿、寺院の中心に大雄宝殿、玉仏楼が並んでおり、左右には臥仏堂、弥陀堂、

観音堂、弾堂があります。大雄宝殿には釈迦牟尼仏、東側が薬師仏、西側が阿弥陀仏と大きな

仏像が 3 体祭られています。 

境内に、精進料理店「上海玉佛寺素斎部」が併設されていて、参拝後に立ち寄るお客様が多

く、上海の人気スポットになっています。 

この昼食が上海最後の食事会となりました。 

 

＜玉仏寺素斎の食事風景＞ 
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（３）洪鴻茶藝館 

茶藝師さんをテーブルで囲むようにして座り、流暢な日本語で茶藝作法の説明をしてくれま

す。今回は、鉄観音茶やプーアール茶、ライチ紅茶等を試飲できました。お茶には、脂肪の分

解や抑制、脂肪を燃焼させる効能があり、ダイエットや生活習慣病の予防などに良いと説明が

あり、参加者の反応が大変良かったと思います。見学が終わるとショップコーナーへ案内され、

自宅やご友人のお土産にお茶を買われる方が多く見受けられました。 

 

＜洪鴻茶藝館の風景＞ 

    
 

    

 

（４）リニアモーターカー 

上海のリニアモーターカーは、『上海磁浮快速列車／Shanghai Maglev Train』と言い、2002

年12月31日に、ドイツの技術協力により、世界初の商業磁気浮上式鉄道として開通しました。

現在は、｢浦東国際空港駅」と「龍陽路駅」間の約 30kｍを、最高時速が 431kｍで走り、両区

間を約 7 分 20 秒で結んでいます。 
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乗車した印象ですが、若干の揺れや振動があるものの、今までに体感したことがない加速は、

大変驚かされました。 

 

＜リニアモーターカーにて＞ 

        
 

    

リニアモーターカーから見える景色は、近代的な街を象徴する高層ビルや高速道路も

ありますが、昔ながらの古い家屋も多く残っています。リニアモーターカーと沿線の風

景は、上海の急激な発展を示す象徴的なものに思えました。 

 

Ⅴ．まとめ 

現在、中国の経済成長は著しく、リーマンショック以降は、欧米から中国を中心とした東アジ

アが、世界経済を牽引する中心的存在となってきました。一方、日本国内に目を向けると、デフ

レ不況、円高、消費の低迷、雇用問題など、多くの課題を抱えており、日本経済は一向に好転す

る気配を感じません。そうした中で、多くの日系企業は、安い労働力やインフラ、新たな市場を

求めて、中国へ進出しています。私たち同窓生の中でも、多くの方が中国で活躍されています。 

このことからも、日本にとって、同じアジアの中国はもっとも身近な貿易国であり、今後の日

本経済の立て直しに欠かせない国であることは間違いないと思います。 

今回は、経済発展の著しい中国でも、特に国際商業都市として成功した上海を取上げ、さらに

今年の 5 月から開催されています上海万博を目玉としてツアーを企画しました。参加申し込みは、

4 月 1 日から、校友会新聞で案内し、同窓会ホームページより受付を開始しましたが、すぐに定

員に達するくらい、皆さんの上海万博に対する関心が高いことが伺えました。参加者は、経営学

部の同窓生とその家族を含め３７名となり、卒業年度もまちまちで、幅広い世代の方に参加して

いただきました。 

創設 40 周年記念の夕食会では、中国人の卒業生も参加されて、豪華な食事を味わいながら、

大変盛り上がり、同窓生同士の良い交流が出来たと思います。 

http://imagex.navi.com/images/templates/SHANGHAI/1000630/843c24f249cd8fc4_S.jpg
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上海万博では、広い会場どこへ行っても人、人で、パビリオンだけでなくレストランやお土産

ショップまで長蛇の列が続き、中国人のものすごい熱気とパワーに圧倒されました。8 時間程の

滞在で、一部のパビリオンや施設しか見学できませんでしたが、雰囲気は十分堪能できたと思い

ます。 

また、上海市内は、新しい高層ビルが至る所で建設されており、豪華さや華やかさが目につく

一方、一歩裏道に入ると古い居住地が多く残っており、目まぐるしく変化する上海の様子が伺え

ました。 

 今回のツアー目的は、卒業生のための国際的視野を広める支援活動として開催されており、上

海がアジアを代表とする国際商業都市として、今なお急速に発展しているところが、このツアー

で十分に体感できたと思います。 

 

Ⅵ．最後に 

今回参加くださった 37 名の方とは、3 日間を一緒に過ごしてきたせいか、家族のように親し

くさせていただきました。皆さんから「今回のツアーは楽しかった。また同窓会のイベントや交

流会があれば是非とも参加したい。」との声が多く聞かれたことからも、今回の同窓会創設４０

周年記念事業としての企画は、大きな成果があったと思います。 

この事業を陰で支えてくださった卒業生や関係者の皆様方には感謝の意を表し、今回の報告と

させていただきます。 

  

 

以上 


